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月
９
日
晶
ま
で

４
月
に
市
立
小

学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
み
の
世

帯
糸
３
月

日
晶
ま
で
に
、
在
学
、

２３

又
は
入
学
を
予
定
し
て
い
る
学
校

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
松
掌
抄
を
除
く
。

※
必
要
書
類
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■問
▼
学
校
教
育
課

（
緯〈

〉２
２
５
４
）

７１

就
学
援
助
制
度

※
年
度
中
途
で
あ
っ
て
も
、
援
助

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
、
申
請
時
期
に
応
じ
て

援
助
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

３
月

日
松
に
デ
ン
パ
ー
ク
・

１７

風
車
の
広
場
一
帯
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、
ド
イ

ツ
製
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
等
の
内
覧
会

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
屋
内
あ
そ
び
場「
あ
そ
ボ
～
ネ
」

の
内
覧
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
日
時

３
月

日
松
午
後
１
時

１０

●
場
所

デ
ン
パ
ー
ク

●
対
象

年
少
以
上
の
子
と
保
護

者●
定
員

家
族（
先
着
順
）

５０

●
費
用

入
園
料

●
申
込
み

３
月
５
日
捷
午
前
９

時

分
か
ら
電
話
で
デ
ン
パ
ー
ク

３０

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈

〉７
１
１
１
）

９２

デ
ン
パ
ー
ク
・
風
車
の
広
場
内
屋
外
あ
そ
び
場

一
般
向
け
内
覧
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

デ
ン
パ
ー
ク
市
民
特
別
入
園
券

の
有
効
期
限
は
３
月

日
ま
で

３１

本
紙
平
成

年

月
１
日
号

２９

１０

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
、
デ
ン

パ
ー
ク
市
民
特
別
入
園
券
の
有

効
期
限
が
３
月

日
松
と
迫
っ

３１

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

暫
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

暫
電
光
掲
示
板
の
導
入

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
参
加
し
よ
う

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
、「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ

ェ
ス
タ

安
城
市
体
育
館
」を
開

in

催
！
ホ
ー
ム
チ
ー
ム「
ア
イ
シ
ン

Ａ
Ｗ
ウ
ィ
ン
グ
ス
」の
選
手
に
よ

る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
参
加
者
を
大
募
集
し
ま
す
。

●
日
時

４
月
８
日
掌
午
前
９
時

～
正
午（
予
定
）

●
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５０

●
申
込
み

３
月
６
日
昇
～

日
１８

掌
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
、
申
込
用
紙
を
直
接
か

郵
送（
必
着
）・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
課（
野
球
場
Ａ

面
ス
タ
ン
ド
下
／
胃〈

〉９
２
９

７７

３
／
〒

－

０
０
６
１
新
田
町
新

４４６

定
山

－

８
／m

y-sports-anjo

４１

@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
申
込
用
紙
は
同
課
・
市
H
P
で

配
布
。

改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い

た
体
育
館
が
、
４
月
1
日
に
い
よ

い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

ホ
ー
ム
チ
ー
ム
や
、
本
市
出
身

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
を
紹

介
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

新
設
等
、
様
々
な
変
化
が
あ
り
ま

す
。
新
し
く
な
っ
た
体
育
館
へ
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
施
設
利
用
も
再
開
し
ま
す
。
予

約
の
方
法
は
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
う
変
更
点

暫
館
内
や
ロ
ビ
ー
等
の
土
足
化

（
施
設
利
用
者
は
靴
袋
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）

■問
▼
ス
ポ
ー
ツ
課

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

諮

外壁にはバスケットボールを持ったサルビー
をデザイン

市
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
！

平
成

年
度
か
ら
援
助
を
希
望

３０

す
る
人
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

●
対
象

経
済
的
な
理
由
で
、
市

立
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難

な
児
童
・
生
徒

●
申
込
み

市
立
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
が
い
る
世
帯
糸
３

へ

蚊 広報あんじょう 2018.3.1蚊

「
お
誕
生
記
念
こ
こ
か

ら
健
康
事
業
」は
、
本
市

で
生
ま
れ
育
つ
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん
へ
祝
福
と
歓

迎
の
意
を
込
め
て
、
お
母

さ
ん
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
で
す
。
平

成

年
４
月
１
日
以
降
に

２９
生
ま
れ
、
４
カ
月
児
健
診

を
本
市
で
受
診
し
た
赤
ち

ゃ
ん
に「
こ
こ
か
ら
利
用

券
」を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
か
ら
利
用
券
」の

使
用
期
限
は
お
子
さ
ん
の

1
歳
の
誕
生
日
当
日
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は

市
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
左
記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

も
確
認
で
き
ま
す
。

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

沖
田
円
さ
ん
の
新
作『
き
み

に
届
け
。
は
じ
ま
り
の
歌
』が

昨
年

月

日
に
出
版
さ
れ
ま

１２

２８

し
た
。

安
城
市
が
実
名
の
舞
台
と
な

っ
て
物
語
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

今
作
は
、
自
分
ら
し
さ
を
探
す

一
人
の
女
子
高
生
が
主
人
公
。

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
や
安
城
七
夕
ま

つ
り
等
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
る

風
景
が
描
か
れ
、
こ
の
場
所
は

市
内
の
あ
そ
こ
の
こ
と
か
な
、

と
想
像
す
る
楽
し
み
も
味
わ
え

ま
す
。

ま
た
、
作
中
、
主
人
公
カ
ン

ナ
が
葛
藤
の
末
に
書
き
上
げ
た

楽
曲「
リ
ト
ル
シ
ン
ガ
ー
」は
、

人
気
急
上
昇
中
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン『
緑
黄
色
社
会
』（
愛
知
県

出
身
の
大
学
生
バ
ン
ド
）が
作

詞
を
担
当
。
作
品
に
彩
り
を
添

え
て
い
ま
す
。

市内に古墳があることくらい
は知っていますが、地元の歴史に

は不案内な私です。なのでとんでもない品が安城
から発掘され、国の重要文化財にまで指定されて
いることは恥ずかしながら知りませんでした。
安城ってね、弥生時代後期から古墳時代の前期

にとても栄えていたんですって。その後の時代の
出土品も多いけれど、古くはこの弥生から古墳時
代の遺物がたくさん見つかっているそうですよ。
中でもすごいのが「人面文（じんめんもん）土器」

という人の顔が描かれた土器。人面文の描かれた
土器自体はいくつかあるそうですが、安城で発見
された「人面文」は他にないほど精密に描かれてい
てとても貴重な物なのだとか。
そう、この「人面文土器」こそが重要文化財！そ

してなんと歴史博物館で見られるらしい！
というわけで「人面文土器」についてのみちょっ

と予習してから博物館へ赴いた私。学芸員さんの
丁寧な説明に楽しく勉強させてもらいながらわく
わくと進み、そしてついに対面した土器は、思わ
ず「おおっ」と声を上げてしまう代物でした。
目はもちろん輪郭や耳飾り、入れ墨の一本一本

までも描かれ、土器の表面に人の顔がはっきりと
浮かんでいます。瞳のない目には魔除けの意味合

いがあるそうですが、確かに悪いものを退ける強
い力が秘められているようです。
静かな館内に凛とたたずむ遥か昔の宝物。何か

力を貰えそうだと
ドキドキしながら
眺めていると、ふ
と説明書きに、あ
る言葉を見つけま
した。
「レプリカ」
なんと！本物じゃなかった‼
聞くと、いつもは本物を展示しているそうです

が、今は貸出中でレプリカを置いているとのこと。
レプリカでも十分学べるので満足。ですが、いつ
か本物も見てみたいものです。
温故知新、と言いますが、学んだ知識が役に立

つかは人それぞれ。でも、知ることの楽しさは誰
もが味わえるものなのだと思います。自分の住む
土地の歴史を知ることで、今見ている景色もほん
の少し変わるかもしれませんね。
ところで、歴史博物館に行ったら合わせて見た

いのが、隣にある埋蔵文化財センター。最新の調
査報告や、土器を調べる様子を見ることのできる
熱いスポットです。ロマンを感じたい人必見。

人人
面
文
土

人
面
文
土
器器▼▼
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く
だ

さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は

市
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
左
記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

も
確
認
で
き
ま
す
。

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

沖
田
円
さ
ん
の
新
作『
き
み

に
届
け
。
は
じ
ま
り
の
歌
』が

昨
年

月

日
に
出
版
さ
れ
ま

１２

２８

し
た
。

安
城
市
が
実
名
の
舞
台
と
な

っ
て
物
語
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

今
作
は
、
自
分
ら
し
さ
を
探
す

一
人
の
女
子
高
生
が
主
人
公
。

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
や
安
城
七
夕
ま

つ
り
等
、
皆
さ
ん
も
よ
く
知
る

風
景
が
描
か
れ
、
こ
の
場
所
は

市
内
の
あ
そ
こ
の
こ
と
か
な
、

と
想
像
す
る
楽
し
み
も
味
わ
え

ま
す
。

ま
た
、
作
中
、
主
人
公
カ
ン

ナ
が
葛
藤
の
末
に
書
き
上
げ
た

楽
曲「
リ
ト
ル
シ
ン
ガ
ー
」は
、

人
気
急
上
昇
中
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン『
緑
黄
色
社
会
』（
愛
知
県

出
身
の
大
学
生
バ
ン
ド
）が
作

詞
を
担
当
。
作
品
に
彩
り
を
添

え
て
い
ま
す
。

市内に古墳があることくらい
は知っていますが、地元の歴史に

は不案内な私です。なのでとんでもない品が安城
から発掘され、国の重要文化財にまで指定されて
いることは恥ずかしながら知りませんでした。
安城ってね、弥生時代後期から古墳時代の前期

にとても栄えていたんですって。その後の時代の
出土品も多いけれど、古くはこの弥生から古墳時
代の遺物がたくさん見つかっているそうですよ。
中でもすごいのが「人面文（じんめんもん）土器」

という人の顔が描かれた土器。人面文の描かれた
土器自体はいくつかあるそうですが、安城で発見
された「人面文」は他にないほど精密に描かれてい
てとても貴重な物なのだとか。
そう、この「人面文土器」こそが重要文化財！そ

してなんと歴史博物館で見られるらしい！
というわけで「人面文土器」についてのみちょっ

と予習してから博物館へ赴いた私。学芸員さんの
丁寧な説明に楽しく勉強させてもらいながらわく
わくと進み、そしてついに対面した土器は、思わ
ず「おおっ」と声を上げてしまう代物でした。
目はもちろん輪郭や耳飾り、入れ墨の一本一本

までも描かれ、土器の表面に人の顔がはっきりと
浮かんでいます。瞳のない目には魔除けの意味合

いがあるそうですが、確かに悪いものを退ける強
い力が秘められているようです。
静かな館内に凛とたたずむ遥か昔の宝物。何か

力を貰えそうだと
ドキドキしながら
眺めていると、ふ
と説明書きに、あ
る言葉を見つけま
した。
「レプリカ」
なんと！本物じゃなかった‼
聞くと、いつもは本物を展示しているそうです

が、今は貸出中でレプリカを置いているとのこと。
レプリカでも十分学べるので満足。ですが、いつ
か本物も見てみたいものです。
温故知新、と言いますが、学んだ知識が役に立

つかは人それぞれ。でも、知ることの楽しさは誰
もが味わえるものなのだと思います。自分の住む
土地の歴史を知ることで、今見ている景色もほん
の少し変わるかもしれませんね。
ところで、歴史博物館に行ったら合わせて見た

いのが、隣にある埋蔵文化財センター。最新の調
査報告や、土器を調べる様子を見ることのできる
熱いスポットです。ロマンを感じたい人必見。

人人
面
文
土

人
面
文
土
器器▼▼
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■
平
成

年
度
分
の
固
定
資
産
課

３０

税
台
帳
の
閲
覧

●
日
時

４
月
２
日
か
ら
の
午
前

８
時

分
～
午
後
５
時

分（
松

３０

１５

掌
抄
を
除
く
）

●
対
象

①
納
税
義
務
者
と
そ
の

同
世
帯
の
人

②
納
税
管
理
人

③
借
地
借
家
人
等（
契
約
に
か
か

る
資
産
の
み
）

●
そ
の
他

縦
覧
期
間
中
は
、
閲

覧
対
象
者
①
②
の
人
に
は
、
資
産

税
課
に
て
名
寄
せ
の
写
し
を
無
料

で
発
行
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
３０

年
度
分
の
固
定
資
産
に
関
す
る
証

明
は
、
４
月
２
日
か
ら
市
民
課

・
・
・

で

発
行
し
ま
す

■
本
人
確
認
を
し
ま
す

縦
覧
・
閲
覧
・
証
明
発
行
に
は
、

来
庁
者
の
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）、パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド

等
身
分
証
明
書（
※
）の
提
示
が
必

要
で
す（
借
地
借
家
人
は
賃
貸
借

契
約
書
も
必
要
）。

来
庁
者
が
本
人
又
は
同
世
帯
の

人
で
な
い
場
合
は
、
委
任
状（
法

人
は
代
表
者
印
を
押
印
し
た
も
の
）

も
必
要
で
す
。

※
顔
写
真
の
な
い
身
分
証
明
書

②
宅
地
面
積
が

釈
以
下
、
か
つ

２００

住
宅
延
床
面
積
が

釈
以
下

１２０

③－

敢
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税
の
高
齢
者
世
帯

③－

柑
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
が

市
長
の
定
め
る
額
を
超
え
な
い

次
の
世
帯

暫
障
害
者
が
い
る
世
帯

暫
平
成

年
４
月
２
日
以
降
に
生

１２

ま
れ
た
児
童
を
扶
養
す
る
母
子・

父
子
世
帯

※
①
～
③
に
は
詳
細
な
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
資
産
税
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み

各
納
期
限
ま
で
の
午

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
資
産
税
課

土
地
係
へ

※
申
請
日
時
点
で
納
期
限
を
過
ぎ

て
い
る
納
期
分
に
つ
い
て
は
、

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
平
成

年
度
分
の
減
免
は
３
月

３０

１
日
昭
か
ら
受
付
し
ま
す
。

（
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
）の

場
合
は
２
種
類
必
要
で
す
。

◎
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細

書
に
つ
い
て

平
成

年
度
ま
で
、
納
税
通
知

２９

書
と
課
税
明
細
書
を
別
々
で
発
送

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

年
度

３０

か
ら
は
様
式
を
変
更
し
、
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
が
一
体
化
し

た
も
の
を
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。記

載
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る

場
合
は
、
早
め
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
税
通
知
書・

課
税
明
細
書
を
紛
失
し
た
場
合
、

再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限諮

第
１
期（
全
期
）
糸
５
月

１
日
昇

第
２
期
糸
７
月

日
昇

３１

第
３
期
糸

月

日
昌

第
４
期

１２

２６

糸
平
成

年
２
月

日
昭

３１

２８

■
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
中
の

土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

平
成

年
１
月
１
日
現
在
に
お

３０

い
て
、
新
た
に
使
用
収
益
が
開
始

さ
れ
た
仮
換
地
及
び
保
留
地
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
現
況

に
応
じ
、
平
成

年
度
課
税
か
ら

３０

仮
換
地
課
税
に
移
行
し
ま
す
。

■
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
軽

減
が
終
了

次
に
該
当
す
る
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
軽
減
が
平
成

年
度
で
終

２９

了
し
、
平
成

年
度
か
ら
本
来
の

３０

税
額
と
な
り
ま
す
。

●
対
象

①
～
③
の
家
屋
の
居
住

部
分
の
床
面
積

釈
ま
で
の
部
分

１２０

①
平
成

年
に
新
築
さ
れ
た
住
宅

２６

（
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受

け
た
住
宅
、
３
階
建
以
上
の
準

耐
火
・
耐
火
構
造
住
宅
を
除
く
）

②
平
成

年
に
新
築
さ
れ
た
長
期

２４

優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
住

宅
、
３
階
建
以
上
の
準
耐
火
・

耐
火
構
造
住
宅

③
平
成

年
に
新
築
さ
れ
た
長
期

２２

優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
３

階
建
以
上
の
準
耐
火
・
耐
火
構

造
住
宅

◎
高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子・

父
子
世
帯
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免

要
件
を
満
た
す
世
帯
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
を
減
免
し
ま

す
。

●
対
象

平
成

年
１
月
１
日
現

３０

在
で
次
の
①
②
の
条
件
を
満
た
し
、

③－

敢
・
柑
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯

①
世
帯
全
員
が
居
住
用
以
外
の
固

定
資
産
を
持
っ
て
い
な
い

◎
課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま

す
●
場
所

資
産
税
課（
市
役
所
北

庁
舎
２
階
）

■
平
成

年
度
分
の
土
地
・
家
屋

３０

の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

●
日
時

４
月
２
日
捷
～
５
月
１

日
昇
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
松
掌
承
を
除
く
）

１５●
対
象

①
市
内
に
土
地
や
家
屋

を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税

者
と
そ
の
同
世
帯
の
人

②
納
税

管
理
人

●
縦
覧
帳
簿
の
内
容

土
地施

所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
当
該

年
度
の
価
格

家
屋施

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
建
築
年
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格

●
注
意
事
項

襖
所
有
者
の
氏
名・

住
所
・
課
税
標
準
額
は
表
示
し
て

い
ま
せ
ん

鴬
土
地
の
み
、
家
屋

の
み
の
所
有
者
は
、
所
有
す
る
資

産
の
帳
簿
の
み
縦
覧
で
き
ま
す

鴎
縦
覧
帳
簿
の
複
写
、
撮
影
及
び

電
話
で
の
照
会
は
で
き
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
の
縦
覧
と
な
り

ま
す

■問
▼
資
産
税
課
家
屋
係

（
緯〈

〉２
２
１
５
）

７１同
土
地
係

（
緯〈

〉２
２
５
６
）

７１

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ
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健
康
づ
く
り
は
、
将
来
、
病
気

や
寝
た
き
り
に
な
る
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

健
康
や
運
動
に
無
関
心
な
人
に
は

健
康
情
報
が
届
き
に
く
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
無
関
心
な
人
に
情
報

を
届
け
る
た
め
に
は
、
身
近
な
人

か
ら
の
口
コ
ミ
が
有
効
だ
と
い
う

研
究
結
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
で
健
康
情
報
を
提
供
で
き
る
人

材
と
し
て「
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

①
３
月

日
松
午
後
１

１７

時

分
～
４
時

分

②

日
掌

３０

１０

１８

午
前
９
時

分
～
正
午（
い
ず
れ

２０

も
受
付
は
開
始

分
前
か
ら
）

３０

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

２００

●
そ
の
他

受
講
後
に
、
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
認
定
す
る「
健
幸
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
」に
登
録
で
き
ま
す
。
登

録
後
1
年
間
、
同
協
議
会
の
実
施

す
る
追
加
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
地
域
の
方
に
伝
え
る

た
め
の
健
康
情
報
を
同
協
議
会
よ

り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す

●
申
込
み

３
月
１
日
昭
～

日
１５

昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
を
除
く
）に
、
電
話
で
企

画
情
報
課
へ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J

ア
ラ
ー
ト
）を
使
用
し
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
訓
練（
国
民
保
護
に

関
す
る
情
報
）を
実
施
し
ま
す
。

市
で
販
売
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
を

待
機
状
態
に
し
て
お
く
と
自
動
で

音
声
を
受
信
し
ま
す
。

●
日
時

３
月

日
昌
午
前

時

１４

１１

頃※
毎
月
１
日
午
後
４
時
頃
に
実
施

し
て
い
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
テ
ス

ト
放
送
も
、
予
定
ど
お
り
実
施

し
ま
す
。

■問
▼
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

３
月
１
日
～
７
日
に
、
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

平
成

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

２９

糸
火
の
用
心
こ
と
ば
を
形
に
習

慣
に私

た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
火

災
の
原
因
と
な
る
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
取
り
除
い
て

火
災
が
発
生
し
な
い
環
境
を
つ
く

る
に
は
、
火
災
予
防
の
知
識
と
備

え
が
必
要
で
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
る

こ
の
機
会
に
、
み
ん
な
で
火
災
予

防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平
成

年
度
衣
浦
東
部
広
域
連
合

２９

消
防
局
防
火
作
品
特
選（
市
内
分・

敬
称
略
）

資
成
瀬
さ
ゆ
り（
安
城
東
部
小
学

校
５
年
）

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

暫
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

暫
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
報
知
機
を
設
置

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
出
火
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

放
火
を
防
ぐ
た
め
に放

火（
疑
い
含

む
）は
、
全
国
及

び
衣
浦
東
部
広
域

連
合
消
防
局
管
内

で
火
災
発
生
原
因

の
第
１
位
で
す
。

次
の
こ
と
を
実
践

し
、
放
火
に
よ
る

火
災
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局
予
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
６
）

６３

①
塀
は
金
網
や
生
垣
等
で
な
る
べ

く
低
く
し
、
死
角
を
作
ら
な
い

②
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
夜
間
照

明
機
器
を
設
置

③
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

は
放
置
せ
ず
、
不
用
品
や
古
材
は

整
理
整
頓
し
て
物
置
等
へ
保
管

④
屋
外
に
面
す
る
廊
下
や
階
段
等

に
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

⑤
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す

⑥
門
扉
、
通
用
口
、
車
庫
、
物
置

等
の
ド
ア
は
必
ず
施
錠

⑦
外
出
時
や
就
寝
時
は
、
窓
、
ド

ア
等
の
開
口
部
は
必
ず
施
錠

⑧
外
出
時
は
、
隣
近
所
に
一
声
か

け
て
協
力
を
求
め
る

⑨
車
両
等
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
は

防
炎
品
を
使
用

⑩
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置

⑪
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
対
策
を
話

し
合
い
、
協
力
体
制
を
つ
く
る

※
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
衣
浦
東
部

広
域
連
合
H
P
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
放

火
対
策
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
▼
企
画
情
報
課

（
緯〈

〉２
２
０
４
）

７１

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
放
送

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座
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■
平
成

年
度
分
の
固
定
資
産
課

３０

税
台
帳
の
閲
覧

●
日
時

４
月
２
日
か
ら
の
午
前

８
時

分
～
午
後
５
時

分（
松

３０

１５

掌
抄
を
除
く
）

●
対
象

①
納
税
義
務
者
と
そ
の

同
世
帯
の
人

②
納
税
管
理
人

③
借
地
借
家
人
等（
契
約
に
か
か

る
資
産
の
み
）

●
そ
の
他

縦
覧
期
間
中
は
、
閲

覧
対
象
者
①
②
の
人
に
は
、
資
産

税
課
に
て
名
寄
せ
の
写
し
を
無
料

で
発
行
し
ま
す
。
な
お
、
平
成
３０

年
度
分
の
固
定
資
産
に
関
す
る
証

明
は
、
４
月
２
日
か
ら
市
民
課

・
・
・

で

発
行
し
ま
す

■
本
人
確
認
を
し
ま
す

縦
覧
・
閲
覧
・
証
明
発
行
に
は
、

来
庁
者
の
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）、パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド

等
身
分
証
明
書（
※
）の
提
示
が
必

要
で
す（
借
地
借
家
人
は
賃
貸
借

契
約
書
も
必
要
）。

来
庁
者
が
本
人
又
は
同
世
帯
の

人
で
な
い
場
合
は
、
委
任
状（
法

人
は
代
表
者
印
を
押
印
し
た
も
の
）

も
必
要
で
す
。

※
顔
写
真
の
な
い
身
分
証
明
書

②
宅
地
面
積
が

釈
以
下
、
か
つ

２００

住
宅
延
床
面
積
が

釈
以
下

１２０

③－

敢
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税
の
高
齢
者
世
帯

③－

柑
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
が

市
長
の
定
め
る
額
を
超
え
な
い

次
の
世
帯

暫
障
害
者
が
い
る
世
帯

暫
平
成

年
４
月
２
日
以
降
に
生

１２

ま
れ
た
児
童
を
扶
養
す
る
母
子・

父
子
世
帯

※
①
～
③
に
は
詳
細
な
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
資
産
税
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み

各
納
期
限
ま
で
の
午

前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
資
産
税
課

土
地
係
へ

※
申
請
日
時
点
で
納
期
限
を
過
ぎ

て
い
る
納
期
分
に
つ
い
て
は
、

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
平
成

年
度
分
の
減
免
は
３
月

３０

１
日
昭
か
ら
受
付
し
ま
す
。

（
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
）の

場
合
は
２
種
類
必
要
で
す
。

◎
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細

書
に
つ
い
て

平
成

年
度
ま
で
、
納
税
通
知

２９

書
と
課
税
明
細
書
を
別
々
で
発
送

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

年
度

３０

か
ら
は
様
式
を
変
更
し
、
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
が
一
体
化
し

た
も
の
を
４
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。記

載
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る

場
合
は
、
早
め
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
税
通
知
書・

課
税
明
細
書
を
紛
失
し
た
場
合
、

再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限諮

第
１
期（
全
期
）
糸
５
月

１
日
昇

第
２
期
糸
７
月

日
昇

３１

第
３
期
糸

月

日
昌

第
４
期

１２

２６

糸
平
成

年
２
月

日
昭

３１

２８

■
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
中
の

土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

平
成

年
１
月
１
日
現
在
に
お

３０

い
て
、
新
た
に
使
用
収
益
が
開
始

さ
れ
た
仮
換
地
及
び
保
留
地
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
現
況

に
応
じ
、
平
成

年
度
課
税
か
ら

３０

仮
換
地
課
税
に
移
行
し
ま
す
。

■
新
築
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
軽

減
が
終
了

次
に
該
当
す
る
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
軽
減
が
平
成

年
度
で
終

２９

了
し
、
平
成

年
度
か
ら
本
来
の

３０

税
額
と
な
り
ま
す
。

●
対
象

①
～
③
の
家
屋
の
居
住

部
分
の
床
面
積

釈
ま
で
の
部
分

１２０

①
平
成

年
に
新
築
さ
れ
た
住
宅

２６

（
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受

け
た
住
宅
、
３
階
建
以
上
の
準

耐
火
・
耐
火
構
造
住
宅
を
除
く
）

②
平
成

年
に
新
築
さ
れ
た
長
期

２４

優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
住

宅
、
３
階
建
以
上
の
準
耐
火
・

耐
火
構
造
住
宅

③
平
成

年
に
新
築
さ
れ
た
長
期

２２

優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
３

階
建
以
上
の
準
耐
火
・
耐
火
構

造
住
宅

◎
高
齢
者
・
障
害
者
・
母
子・

父
子
世
帯
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免

要
件
を
満
た
す
世
帯
の
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
を
減
免
し
ま

す
。

●
対
象

平
成

年
１
月
１
日
現

３０

在
で
次
の
①
②
の
条
件
を
満
た
し
、

③－

敢
・
柑
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯

①
世
帯
全
員
が
居
住
用
以
外
の
固

定
資
産
を
持
っ
て
い
な
い

◎
課
税
内
容
を
確
認
で
き
ま

す
●
場
所

資
産
税
課（
市
役
所
北

庁
舎
２
階
）

■
平
成

年
度
分
の
土
地
・
家
屋

３０

の
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

●
日
時

４
月
２
日
捷
～
５
月
１

日
昇
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
松
掌
承
を
除
く
）

１５●
対
象

①
市
内
に
土
地
や
家
屋

を
所
有
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税

者
と
そ
の
同
世
帯
の
人

②
納
税

管
理
人

●
縦
覧
帳
簿
の
内
容

土
地施

所

在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
当
該

年
度
の
価
格

家
屋施

所
在
、
家

屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
建
築
年
、

床
面
積
、
当
該
年
度
の
価
格

●
注
意
事
項

襖
所
有
者
の
氏
名・

住
所
・
課
税
標
準
額
は
表
示
し
て

い
ま
せ
ん

鴬
土
地
の
み
、
家
屋

の
み
の
所
有
者
は
、
所
有
す
る
資

産
の
帳
簿
の
み
縦
覧
で
き
ま
す

鴎
縦
覧
帳
簿
の
複
写
、
撮
影
及
び

電
話
で
の
照
会
は
で
き
ま
せ
ん
。

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
の
縦
覧
と
な
り

ま
す

■問
▼
資
産
税
課
家
屋
係

（
緯〈

〉２
２
１
５
）

７１同
土
地
係

（
緯〈

〉２
２
５
６
）

７１

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ
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健
康
づ
く
り
は
、
将
来
、
病
気

や
寝
た
き
り
に
な
る
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、

健
康
や
運
動
に
無
関
心
な
人
に
は

健
康
情
報
が
届
き
に
く
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
無
関
心
な
人
に
情
報

を
届
け
る
た
め
に
は
、
身
近
な
人

か
ら
の
口
コ
ミ
が
有
効
だ
と
い
う

研
究
結
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
で
健
康
情
報
を
提
供
で
き
る
人

材
と
し
て「
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

①
３
月

日
松
午
後
１

１７

時

分
～
４
時

分

②

日
掌

３０

１０

１８

午
前
９
時

分
～
正
午（
い
ず
れ

２０

も
受
付
は
開
始

分
前
か
ら
）

３０

●
場
所

ア
ン
フ
ォ
ー
レ

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

２００

●
そ
の
他

受
講
後
に
、
ス
マ
ー

ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
の
認
定
す
る「
健
幸
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
」に
登
録
で
き
ま
す
。
登

録
後
1
年
間
、
同
協
議
会
の
実
施

す
る
追
加
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
地
域
の
方
に
伝
え
る

た
め
の
健
康
情
報
を
同
協
議
会
よ

り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す

●
申
込
み

３
月
１
日
昭
～

日
１５

昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
を
除
く
）に
、
電
話
で
企

画
情
報
課
へ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J

ア
ラ
ー
ト
）を
使
用
し
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
訓
練（
国
民
保
護
に

関
す
る
情
報
）を
実
施
し
ま
す
。

市
で
販
売
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
を

待
機
状
態
に
し
て
お
く
と
自
動
で

音
声
を
受
信
し
ま
す
。

●
日
時

３
月

日
昌
午
前

時

１４

１１

頃※
毎
月
１
日
午
後
４
時
頃
に
実
施

し
て
い
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
テ
ス

ト
放
送
も
、
予
定
ど
お
り
実
施

し
ま
す
。

■問
▼
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

３
月
１
日
～
７
日
に
、
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

平
成

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

２９

糸
火
の
用
心
こ
と
ば
を
形
に
習

慣
に私

た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、
火

災
の
原
因
と
な
る
も
の
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
取
り
除
い
て

火
災
が
発
生
し
な
い
環
境
を
つ
く

る
に
は
、
火
災
予
防
の
知
識
と
備

え
が
必
要
で
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
る

こ
の
機
会
に
、
み
ん
な
で
火
災
予

防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平
成

年
度
衣
浦
東
部
広
域
連
合

２９

消
防
局
防
火
作
品
特
選（
市
内
分・

敬
称
略
）

資
成
瀬
さ
ゆ
り（
安
城
東
部
小
学

校
５
年
）

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

暫
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

暫
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
報
知
機
を
設
置

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
出
火
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

放
火
を
防
ぐ
た
め
に放

火（
疑
い
含

む
）は
、
全
国
及

び
衣
浦
東
部
広
域

連
合
消
防
局
管
内

で
火
災
発
生
原
因

の
第
１
位
で
す
。

次
の
こ
と
を
実
践

し
、
放
火
に
よ
る

火
災
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局
予
防
課

（
緯〈

〉０
１
３
６
）

６３

①
塀
は
金
網
や
生
垣
等
で
な
る
べ

く
低
く
し
、
死
角
を
作
ら
な
い

②
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
夜
間
照

明
機
器
を
設
置

③
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

は
放
置
せ
ず
、
不
用
品
や
古
材
は

整
理
整
頓
し
て
物
置
等
へ
保
管

④
屋
外
に
面
す
る
廊
下
や
階
段
等

に
、
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

⑤
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に
出
す

⑥
門
扉
、
通
用
口
、
車
庫
、
物
置

等
の
ド
ア
は
必
ず
施
錠

⑦
外
出
時
や
就
寝
時
は
、
窓
、
ド

ア
等
の
開
口
部
は
必
ず
施
錠

⑧
外
出
時
は
、
隣
近
所
に
一
声
か

け
て
協
力
を
求
め
る

⑨
車
両
等
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
は

防
炎
品
を
使
用

⑩
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置

⑪
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
対
策
を
話

し
合
い
、
協
力
体
制
を
つ
く
る

※
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
衣
浦
東
部

広
域
連
合
H
P
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
放

火
対
策
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
▼
企
画
情
報
課

（
緯〈

〉２
２
０
４
）

７１

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
放
送

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座
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